
放射率の角度依存性とは

高放射材の分光放射率角度
依存性評価の研究

研究紹介

　放射温度計を用いた測定では、事前に測定対象の放射率を把握することが重要です。一般的に、文献などにおいて
放射率は、測定面に対して鉛直方向の値が掲載されている場合が多く、斜め方向、すなわち角度ごとの値は掲載され
ていません。
　本研究では、放射率の角度ごとの特性を評価し、角度依存性を把握することで、正確な放射温度測定に役立てるこ
とをポイントとしました。今回は、その成果についてご紹介します。

光音技術グループ

黒色塗料塗布板の放射率角度依存性

今後の展開

　放射率（ε）は、放射温度計などで物体の表面温度を測定す

る際の重要な物性値であり、その値は0＜ε＜１です。一般的

に、水平面に対して鉛直方向において最大となり、水平方向へ

角度を変えていくと低下する傾向があります。これを放射率

の角度依存性といいます。　

　測定対象の放射率の角度依存性を把握することは、放射温

度計による正確な温度測定のために重要です。

　評価対象とした高放射材は、黒色塗料塗布板やアルマイト

板などの放射材のほか、マイクロヒーターなどの表面素材が

セラミックの発熱体を用いました。いずれも赤外加熱分野で

幅広く利用されている材料です。評価にあたっては、既存の赤

外分光放射率測定装置と、評価対象物を取り付けるサンプル

ステージを組み合わせ、評価システムを構築しました。温度範

囲は、放射材では100～500℃、発熱体では100～800℃で

す。また、角度範囲は0～±70度としました。

　図1に、表面温度500℃における黒色塗料塗布板の放射率

角度依存性特性を示します。0～55度では、大きな放射率の

変動は見られませんが、60度以上の角度では、放射率低下が

顕著となります。この角度依存性特性から、8～14 μmの波

長域における全放射率を求め、この値をもとに放射温度計で

測定した角度ごとの温度値を図2に示します。この結果か

ら、±0.5℃以内の精度での測定が可能であることがわかり

ました。

　この成果は、新たなブランド試験（光学特性計測技術）での

取り組みや、放射温度計を用いた依頼試験などでの測定の高

精度化や信頼性向上に活用していきます。

平成26年9月30日（火）
学校法人 千葉工業大学
産学公連携活動の活性化および
高度専門技術者の育成を目的に、
業務連携協定を締結しました。

9・10月の協定締結

　東京都の産業というと、工業やサー

ビス業といったイメージがあると思

いますが、都内には約一万戸の農家が

存在し、さまざまな農作物を生産して

います。東京都農林水産振興財団は、農業現場に密着したサ

ポートを行うために、試験研究部門として東京都農林総合研究

センターを設置し、野菜、花、果樹などの品種改良はもちろん、

土壌改良、都市緑化まで幅広い技術の支援を進めています。

　最近は、植物工場をはじめとして、農業のシステム化が進ん

でいます。そこで、私たちは今年度から「東京農業イノベーショ

ンプロジェクト」として、ビニールハウス内外にさまざまなセ

ンサーを配置し、作物の品種にあわせて24時間体制で生育環

境を最適化する統合環境制御システムの開発をスタートさせ

ました。このシステムに、都産技研の持つ無線センサーネット

ワーク技術を活用したいと考え、共同研究を始めました。統合

環境制御システムの実現により、耕地面積、農業人口などの限

られた資源のなかで、高品質で収益性の高い農業を目指してい

けるのではないかと期待しています。

公益財団法人　東京都農林水産振興財団
東京都農林総合研究センター　
研究企画室　主任研究員

中村 圭享 氏

公益財団法人　東京都農林水産振興財団
東京都農林総合研究センター　園芸技術科
野菜研究チーム　主任研究員

野口 貴 氏

より収益性の高い農業技術を開発 日常のやりとりを積み重ね、連携を進めていきたい

　東京都農林総合研究センターは、都

産技研多摩テクノプラザとともに、多

摩地域の産業支援拠点である産業サ

ポートスクエア・TAMAに位置してい

ます。同じ敷地内にいることもあり、お互いの技術を交換し合う

など交流を深めてきました。さらに、近年は、地域経済活性化の

ため、農林水産業と商工業とが連携する「農商工連携」が活発に

なり、今まで以上に連携が必要になる場面も多くなりました。

　そこで、平成23年度以降、共同研究として工業技術を農業に

利用しようという試みも行ってきました。その一つとして、ブラ

ウン管ガラスをガラス発泡体にし、リン酸吸着剤（肥料）として

利用する研究があります。これは、ブラウン管ガラスと農業用

排水という２つの廃棄物を再利用することで、全く新しい肥料

を開発したものです。さらに、これまで化学繊維で作られてい

た農業用防虫ネットをステンレス繊維で作り、従来にない耐久

性をもった防虫ネットを開発する研究も共同で行いました。

　このように、全く違う分野が連携することで、農業、工業それ

ぞれが思ってもみない方向に大きく変化する可能性がありま

す。そのため、今後も都産技研や工業系の中小企業の方々とも

新しい農業技術を開発していけたらと思っています。

写真左から、
学校法人 千葉工業大学瀬戸熊理事長
都産技研 片岡理事長

図2　放射温度計で測温した角度毎の表面温度
　　（黒色塗料塗布板　表面温度500℃）　

図1　黒色塗料塗布板の放射率角度依存性特性
（表面温度500℃）
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東京都農林水産振興財団
　今回は、農工連携により、東京の産業を支える中小企業と農林水産業の振
興を図るために協定を結んだ「東京都農林水産振興財団」を紹介します。東京
都農林総合研究センターの中村氏、野口氏から連携に関してお話を伺いま
した。

  交流連携室＜本部＞ TEL 03-5530-2134お問い合わせ

（平成24年12月7日協定を締結）

　都産技研では、大学研究機関、支援機関、行政機関、金融機関など、10月末現在で46の機関と包括協定等を締
結しています。それぞれの機関が持つ特性を生かしあい、連携していくことで、東京の産業振興の発展、地域産
業の活性化を図ることを目的としています。
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